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　昨年12月、中村哲医師がアフガ
ニスタン（以下アフガンと略す）
で凶弾に倒れた報に接し、世界中
の人々が哀悼の意を表した。
　国際機関やNGO/NPOのグルー
プでは中村医師の活躍は良く知ら
れていたが、今回の事件を契機に
NHKをはじめ多くのマスコミで報
道され日本国民に知られるように
なった。筆者は国連主催のNGO/
NPOのサイドイベントで中村医師
の講演を拝聴したことがあるが、
「100の診療所より１本の用水路を」
「命の水をいかに確保するか」の言
葉に感激した。筆者は昨年12月４
日テレビ朝日のネットテレビ
Abema	Prime	News（若者向け無
料テレビ）に生出演し解説した。
中村医師の功績と、あまり知られ
ていないアフガンの水環境問題に
ついて述べてみたい。

1．中村哲医師の功績

　中村医師のアフガンでの活動を
振り返ってみよう。
◦	1989年、アフガンの山岳地帯で
診療に取り組む

◦	2000年　アフガン全土で干ばつ
が深刻化。中村医師は「命の水」
の確保を目指し、飲料水用井戸
1600本、灌漑用井戸13本、地下
水路38ヵ所を修復再生

◦	2001年　医療活動とともに、水

資源確保の事業を開始
◦	2003年　用水路建設に着手、戦
乱と干ばつで荒れ果てた農村に
水を供給、その結果、農地１万
6500haをよみがえらせ、65万人
の農民の命を救った

１）用水路建設……緑の大地計画
　中村医師は多くの井戸を再生し
飲料水は確保したが、農業用水に
は足りない。そして灌漑用水路の
建設に乗り出した。しかし現地に
は財源もなく、技術者もいない。
ここで近代的な土木工法を採用し
ても画餅に終わる。中村医師はふ
るさと福岡県の朝倉市の山田堰（や
まだぜき）から伝統的な治水技術
を学んだ。
　山田堰は江戸時代の土木工事の

が世界に誇れる伝統的な蛇篭工法
（円筒形の金網に砕石を詰めたも
の、砕石についた微生物により水
質浄化も期待できる）を多用した。
　マルワリード用水路をはじめ中
村医師が手掛けた用水路の工事や
修復は９ヵ所、国内３州にまたがっ
た用水路はアフガン65万人の人々
の命を支えた。この用水路建設に
よって潤った田畑の総面積は１万
6500haに達した。中村医師は、こ
の用水路建設のノウハウを全土に
広げるために、若者向けに用水路
建設を学べる職業訓練校を設立し、
そこで学んだ若者は千人を超えて
いる。
２）活動資金はどこから
　中村医師を扱った報道やドキュ
メンタリー番組では、あまり触れ
られないが、彼を支えた資金はど
こから来たのか。中村医師の属す
るペシャワール会に寄せられた寄
付金と約１万３千人の会費、中村
医師も灌漑事業のかたわら各国へ
の支援要請や講演会活動などで、
活動資金集めに奔走してきた。日
本政府も国際協力機構（JICA）を
通じ、2010年から中村医師が代表
を務めるPMS（平和医療団）に資
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中村哲医師とアフガニスタンの水環境問題

▲アフガニスタン地図

知恵で、機材がなくと
も現地の大小の石を水
流に対し斜めに敷き詰
めることで川の勢いを
抑えつつ用水路に水を
導くもので、川上の水
流に対し約20度の傾斜
を持つ堤防の建設で
あった。中村医師は７
年がかりでクナール川
の雪解け水を導水し、
全長約25kmの灌漑用
水路を完成させ、砂漠
が緑に変わった。その
用水路の護岸には日本
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金を提供し灌漑事業をサポートし
ている。
３）中村語録
　用水路を建設していた時の彼の
言葉に感動を覚える。
◦武器ではなく、命の水を
◦	争う時間はない、パンと水問題
解決を急げ
◦	生きておれ、病は後で治す、ま
ず井戸を掘れ
◦	100の診療所より１本の用水路
を

◦医療より水だ
◦	治療の前に水と緑の大地をよみ
がえらせたい
◦水さえあれば生きられる
　中村医師は「食べるために若者
は傭兵（ようへい）となって武装
勢力に入ってしまう。用水路を建
設し、農業がしっかりできれば、
それが防げる」と強い意志で活動
を続けていた。世界的に知られて
いた中村医師に深い哀悼の意を表
したい。アフガン国民の約８割が
農民であり、水資源さえあれば農
業が可能になる。タリバンが活動
しているのは、ほとんどが干上がっ
た干ばつ地帯であり、水資源の確
保が国の運命を握っていると言え
よう。

2．アフガンの水環境問題

　国土面積は日本の約1.7倍の65
万km2、人口は約3550万人（2017
年推計）の多民族国家である。内
陸国のアフガンは昔から豊富な水
資源に恵まれていた。背後にそび
えるヒンドゥークシュ山脈（最高
峰7708m）の氷河から供給される
雪解け水が川や地下水となって大
地を潤し、この地域は農業の中心
地としての歴史を持っていた。し
かし状況は一変した。
　報道されているように内戦が40

いる。そのために首都の地下水は
今後10年間にすべて干上がってし
まう恐れがあるとカブール当局が
警告している。地下水の汚染も激
しい。80％の地下水が家畜や住民
の糞尿による大腸菌やウイルス、
産業廃水による汚染に直面してい
る。

3．日本政府のアフガン貢献

　2001年のタリバン政権崩壊後以
降、日本政府は同国の復興・国づ
くりに、2010年から2014年の間、
ODA無償資金協力で約4617億円
（うち灌漑・農業関係約60億円）、
技術協力で523億円を支援し、そ
の後も積極的に支援している。
　このように日本はアフガンの復
興に大きく貢献しているが、国際
的にはほとんど注目されていない。
外務省のPR不足である。アフガ
ンへのドナー国の順位は１位米国、
２位日本、３位ドイツ、４位英国、
５位スウェーデンであるが、日本
を除く他国は、国際会議等でアフ
ガンへの貢献策を誇大にPRして
いる。ODA資金は、日本国民の税
金であり、外務省はもっと国際的
に日本の貢献をPRすべきである。

年間続きあらゆる井戸や用水路が
破壊・放置されたのは承知のこと
である。このためアフガン国内に
留まる雪解け水はわずか30％くら
いに減少したと言われている。さ
らに自然現象では地球温暖化の影
響で氷河の減少や高温・少雨で干
ばつが激化している。とりわけ北
部および西部アフガンが厳しい影
響を受け、バルクやヘラートなど
では灌漑用水が枯れたために農業
が壊滅的な被害を受けている。川
の水（表流水）が欠乏すると頼れ
るのは地下水である。首都のカブー
ル（人口推計600万人）では市民
の８割が飲料水を得難い状況に
陥っている。多くの市民は井戸の
所有者から水を買うしかない。
　ここ数年間でカブールの地下水
位は急速に低下している。さらに
深井戸からはヒ素が高濃度で検出
されている所も増えている。米国
地質調査所によるとカブールの地
下水位は2004年から８年間で10～
20m低下、最近では60mまで地下
水位が減少したとの報告も出てい
る。カブールでは個人所有の揚水
ポンプの規制が緩く、違法井戸を
含め21万本の井戸が生活を支えて

▲アフガニスタン　深井戸によるヒ素汚染地図（出所：ユニセフ資料）


